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( 2 ) 本論文における裁量労働は，労働者が自主的に目標を設定し，自立(自律)的に目標に向かっ
て職務遂行をおこなうことである。したがって，裁量労働法制の下での「制度的枠組みにおける
裁量労働制J とは異なる使い方をしている。
( 3 ) 山中豊田著『総合商社一ーその発展と理論一一』文真堂， 1989年参照。





































(マルクス，資本論翻訳委員会訳『資本論』第 3 巻 a 第 4 編第17章，新日本出版社， 1997年， 506 
頁。)




( 8 ) 総合商社の営業・事務労働の実態に関しては，ぺイ・エクエティ研究会『商社における職務分

































































































































そして，総合商社の男子ホワイトカラー労働者は，入社後， 6 カ月から 2 年は，経験を積ん
だ男子ホワイトカラー労働者のアシスタントとして働き， 0 J T を通して実務能力を獲得して
ゆく。その実務能力とは，事務処理とともに与信管理や裏議書の作成能力，商品知識，輸出入
業務，業界動向など多岐の項目にわたっている。そして，入社 1 年から 3 年の間には，集合研
修が組まれ，貿易実務，外国為替，採算の取り方などを学んで、いる。
そして，入社，わずか， 3 年後には，男性のホワイトカラー労働者は，アシスタントから白





































































































要な点，第 2 に，世界規模での取り引きには，様々な利害の調整が必要で、ある点，第 3 に，世
界的な取り引きには，製品・原料のクレームや不良品などの処理が特殊であり，それに対応す
る労働が必要な点などがある。
(付記)
本論文の作成にあたり奈良産業大学経済学会より研究助成金を賜った。ここに謝辞を表した
い。また，本論文の作成にあたっては，多くの総合商社マン，総合商社ウーマンの方々にご協
力項いた。ご協力項いた方々に心より感謝申し上げたい。
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